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(57)【要約】
【課題】強度と保水性とを兼ね備えた主に外構用の舗装
材および舗装用ブロックを提供する。
【解決手段】多孔質の水砕スラグ粒子と細粒度の砕石と
が混合された骨材と、バインダーとしてのポルトランド
セメントとを含む舗装材であって、骨材における水砕ス
ラグ粒子と砕石とが、重量比で、水砕スラグ粒子が９０
～５０％、砕石が１０～５０％の割合で含有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多孔質の水砕スラグ粒子と細粒度の砕石とが混合された骨材と、バインダーとしてのポ
ルトランドセメントとを含む舗装材であって、
　前記骨材における前記水砕スラグ粒子と前記砕石との配合比が、重量比で、前記水砕ス
ラグ粒子が９０～５０％、前記砕石が１０～５０％であることを特徴とする舗装材。
【請求項２】
　前記砕石の粒度が２０～２．５ｍｍであることを特徴とする請求項１に記載の舗装材。
【請求項３】
　前記水砕スラグ粒子の粒度が５ｍｍ以下であることを特徴とする請求項１または２に記
載の舗装材。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の舗装材を成形してなることを特徴とする舗装用ブロッ
ク。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、舗装材および舗装用ブロックに係り、特に、外構や遊歩道、軽交通道路等の
表層を構成する軽舗装用として好適な舗装材および舗装用ブロックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば建物の周囲の外構は、その建物を取り巻く空間や環境の一部を構成するものとさ
れ、外構の舗装に関しても、それに応じた装飾性や機能性等が求められる。そのような外
構の舗装材は、骨材にセメントを混合したものを主材料としており、骨材として粉砕した
粒状の瓦を用いたものや、特定のポリマーを混和材として添加するもの等が提案されてい
る（特許文献１、２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－０５２４４０号公報
【特許文献２】特開２００４－１０７１０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら従来の外構用の舗装材は強度や耐久性の点で不十分なものがあり、また、
保水性を備えた舗装材の需要も起こっているのが現状であるため、これらを満足する舗装
材の開発が望まれた。
【０００５】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、高い強度に基づく耐久性ならびに堅
牢性と保水性とを兼ね備えた舗装材および舗装用ブロックを提供することを目的としてい
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の舗装材は、多孔質の水砕スラグ粒子と細粒度の砕石とが混合された骨材と、バ
インダーとしてのポルトランドセメントとを含む舗装材であって、前記骨材における前記
水砕スラグ粒子と前記砕石との配合比が、重量比で、前記水砕スラグ粒子が９０～５０％
、前記砕石が１０～５０％であることを特徴とする（請求項１）。
【０００７】
　本発明の水砕スラグは、高炉で生成される溶融状態のスラグを水で急冷することによっ
て得られるガラス質粒子を備えた高炉水砕スラグが好適に用いられる。例えば、溶融した
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スラグに所定の水圧、水量の加圧水を噴射することによって得ることができる。加圧水の
水圧、水量によって硬質で重い硬質水砕スラグと、多孔質で軽い軟質水砕スラグとに造り
分けることができるが、本発明では軟質水砕スラグが好適に用いられる。一方、砕石は、
一般的な建材店や園芸店等の店舗で入手可能なものを使用することができ、したがって入
手が容易でコストも安く、しかも地産地消が可能であるため社会性の面からも有効と言え
る。
【０００８】
　本発明の舗装材で舗装を行うと、骨材の水砕スラグ粒子どうしの間の空孔と、水砕スラ
グ粒子の中の空孔の存在により、より空孔率の高い舗装となる。よって、この舗装の上面
に落下した水は直ちに舗装の内部に浸み込むので、高い透水性を有する。そしてその空孔
に水が貯留するため、保水性を備える。一方、骨材に混合された砕石と水砕スラグ粒子の
潜在水硬性とが相まって曲げ強度の向上が図られ、結果として高い耐久性ならびに堅牢性
が得られる。骨材における水砕スラグ粒子と砕石との配合比を、重量比で、水砕スラグ粒
子が９０～５０％、砕石が１０～５０％とすることで、強度と保水性をバランスよく兼ね
備えた舗装材となる。
【０００９】
　また、本発明は、前記砕石の粒度（差し渡し最外径）が２０～２．５ｍｍであることを
特徴とする（請求項２）。砕石の粒度が２０ｍｍを超えると材料を混合し難い等の施工性
の悪化を招き、一方、２．５ｍｍを下回ると砕石による強度向上効果が得られ難くなる。
砕石の粒度は、この範囲では１５～５ｍｍがより好ましく、１２～８ｍｍがより一層好ま
しい。本発明の砕石の粒度は、単粒度砕石の種類で言うと５号～７号の範囲が好適であり
、この中では６号がより好適とされる。
【００１０】
　また、本発明は、前記水砕スラグ粒子の粒度（差し渡し最外径）が５ｍｍ以下であるこ
とを特徴とする（請求項３）。水砕スラグ粒子の粒度が５ｍｍ以下であることにより、水
砕スラグ粒子による透水性ならびに保水性を適確に得ることができる。
【００１１】
　本発明の舗装材中における前記ポルトランドセメントの配合比は、重量比で骨材に対し
１０～２０％程度とされる。なお、本発明の舗装材には、熱の影響による膨張あるいは収
縮の発生を抑えるための混和剤が必要に応じて添加される。また、着色のために例えば無
機顔料等の着色剤を添加することで、例えば外構舗装において周囲の景観に合わせた色の
舗装を行うことができる。
【００１２】
　次に、本発明の舗装用ブロックは、上記請求項１～３のいずれかに記載の舗装材を成形
してなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、高い強度に基づく耐久性ならびに堅牢性と保水性とを兼ね備えた舗装
材および舗装用ブロックが提供されるといった効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態の舗装材を用いた舗装の一例を示す断面図である。
【図２】実施例で行った曲げ強度および保水性の試験結果を示すグラフである。
【図３】骨材に対するセメント比を変えた場合の曲げ強度および保水性の試験結果を示す
グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態を説明する。
　図１は、本発明に係る舗装材を用いた路面舗装の断面を示している。この舗装は、路床
１に水硬性粒度調整スラグや砕石（クラッシャーラン）、砂利などを所定厚さで敷き詰め
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て路盤２を敷設し、路盤２の上に本発明に係る舗装材を敷設して舗装３を形成したもので
ある。路盤２および舗装３の厚さは使用条件に応じて適宜設定される。例えば、外構の舗
装、遊歩道、公園内の園路のような、主に人が歩く程度の軽舗装の場合には、例えば７ｃ
ｍ程度の厚さとされる。また、小型あるいは中型程度の車両が通行する場合もあるような
場所では１０ｃｍ程度の厚さとされる。
【００１６】
　本発明の舗装材は、多孔質の水砕スラグ粒子と細粒度の砕石とが混合された骨材にバイ
ンダーとしてポルトランドセメントを混合させたものであって、骨材における水砕スラグ
粒子と砕石との配合比が、重量比で、水砕スラグ粒子が９０～５０％、砕石が１０～５０
％含有し、さらに熱の影響による膨張あるいは収縮の発生を抑えるための混和剤が必要に
応じて添加される。ポルトランドセメントの配合率は、舗装材全体の１０～２０重量％と
される。上記のように、砕石は、粒度が２０～２．５ｍｍのものが用いられ、水砕スラグ
粒子は、粒度が５ｍｍ以下のものが用いられる。
【００１７】
　本発明の舗装材は、水と混合すると比較的早期に固化するので、舗装する現場で混合す
ることが望ましい。舗装材の敷設は、例えば路盤上に型枠を据え付けて１つの区画を形成
するとともに型枠の内側に目地材を設け、型枠で囲まれた内部に水と混合した舗装材を敷
き均し、ローラ等によって締め固める。こうして型枠で囲まれた１つの区画の締め固めを
終了させ、次いで隣の区画の路盤上に同様に舗装材を敷設するが、その際には、隣接する
区画の境界となっている型枠の型材を取り外す。そして、当該区画への舗装を行うことに
よって、隣接する区画どうしの境界に目地材が残されることになる。このようにして舗装
材を敷設することにより、設計に対して極めて正確に目地材を配置することができる。よ
って、養生中の舗装の膨張量を計算通りに設定することができ、目地材のはみ出しなどの
不具合の発生を防止することができる。なお、本発明の舗装材を用いて所定寸法のブロッ
クを形成しておき、路盤の上にブロックを敷き詰めることにより舗装を行うこともできる
。
【実施例】
【００１８】
　以下、本発明の実施例を説明する。
（１）試験体の製造
　「粒度５ｍｍ以下の高炉水砕スラグ＋砕石（単粒度砕石：６号）」の骨材を、スラグと
砕石の配合比を表１に示すものとし、これら骨材に、ポルトランドセメントを骨材に対す
る配合比を重量比で１６％として混合し、実施例１～５および比較例１～４の舗装材を調
製した。
【００１９】
【表１】

【００２０】
　実施例１～５および比較例１～４の舗装材を、それぞれ容量１００リットルのモルタル
ミキサーに入れて１分３０秒間の空練りを行った後、水を加えてさらに１分３０秒間練り
混ぜ、後述する曲げ強度試験および保水性試験に供する実施例１～５および比較例１～４
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填して打ち固め、その後４８時間経過した後、型枠から取り出した。次いで、温度２０±
３℃、湿度８０％以上の環境下で最高２８日間放置した。
【００２１】
（２）曲げ強さ試験
　各試験体についてＪＩＳ Ｒ ５２０１（セメントの物理試験方法）にしたがって曲げ強
さを測定した。その結果を表１に併記するとともに図２に示す。
【００２２】
（３）保水性試験
　試験体に対して保水性舗装用インターロッキングブロック品質規格（社団法人インター
ロッキングブロック舗装技術協会）に規定される保水性試験を行った。その結果を表１に
併記するとともに図２に示す。
【００２３】
　上記保水性舗装用インターロッキングブロック品質規格においては、「歩道・歩行者系
道路」に適用する保水性ブロックの品質に関し、曲げ強度：３．０（Ｎ／ｍｍ２）以上、
保水量：０．１５ｇ／ｃｍ３以上であることを規定している。表１および図２によれば、
本発明の実施例１～５は、曲げ強度と保水性のいずれもそれら規定値を満足している。こ
れに対し本発明を逸脱する比較例１および２～４の中で砕石を含有する比較例２～４は、
上記規定値を下回っている。したがって水砕スラグと砕石を含む骨材においては、実施例
１～５の範囲、すなわち、骨材中の含有量が、水砕スラグ粒子：９０～５０％、砕石：１
０～５０％の範囲であると、強度と保水性をバランスよく兼ね備えた舗装材を得られるこ
とが認められた。
【００２４】
（４）セメント比の検証
　曲げ強度が最も強く、かつ、保水性も十分に得られる実施例３（水砕スラグ：７０重量
％、砕石：３０重量％）の骨材に混合するポルトランドセメントの比率を変えて上記と同
様に試験体を作製し、上記と同様に曲げ強度試験および保水性試験を行った。その結果を
表２および図３に示す。表２および図３のセメント比（％）は骨材に対するセメントの重
量比である。
【００２５】
【表２】

【００２６】
　表２および図３によれば、骨材に対するセメント比が増すにつれて曲げ強度は上昇する
が３０％以上でほぼ飽和し、一方、保水性はセメント比が増すほど低下することが判る。
そしてセメント比が１５重量％前後であると、曲げ強度と保水性の両立が良好なレベルで
図られるころが認められる。
【符号の説明】
【００２７】
　１…路床
　２…路盤
　３…舗装
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【図２】

【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月13日(2016.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多孔質の水砕スラグ粒子と細粒度の砕石とが混合された骨材と、バインダーとしてのポ
ルトランドセメントとを含む舗装材であって、
　前記骨材における前記水砕スラグ粒子と前記砕石との配合比が、重量比で、前記水砕ス
ラグ粒子が９０～５０％、前記砕石が１０～５０％であり、
　前記砕石の粒度が２０～２．５ｍｍであり、
　前記ポルトランドセメントが前記骨材に対し重量比で１５～３０％混合され、
　曲げ強さが３.４４～８.１７（Ｎ／ｍｍ２）であり、かつ、保水量が０．１５～０．３
０（ｇ／ｃｍ３）であることを特徴とする舗装材。
【請求項２】
　前記水砕スラグ粒子の粒度が５ｍｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の舗装
材。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の舗装材を成形してなることを特徴とする舗装用ブロック。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の舗装材は、多孔質の水砕スラグ粒子と細粒度の砕石とが混合された骨材と、バ
インダーとしてのポルトランドセメントとを含む舗装材であって、前記骨材における前記
水砕スラグ粒子と前記砕石との配合比が、重量比で、前記水砕スラグ粒子が９０～５０％
、前記砕石が１０～５０％であり、前記砕石の粒度が２０～２．５ｍｍであり、前記ポル
トランドセメントが前記骨材に対し重量比で１５～３０％混合され、曲げ強さが３.４４
～８.１７（Ｎ／ｍｍ２）であり、かつ、保水量が０．１５～０．３０（ｇ／ｃｍ３）で
あることを特徴とする（請求項１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記のように本発明は、前記砕石の粒度（差し渡し最外径）が２０～２．５ｍｍである
ことを特徴とする。砕石の粒度が２０ｍｍを超えると材料を混合し難い等の施工性の悪化
を招き、一方、２．５ｍｍを下回ると砕石による強度向上効果が得られ難くなる。砕石の
粒度は、この範囲では１５～５ｍｍがより好ましく、１２～８ｍｍがより一層好ましい。
本発明の砕石の粒度は、単粒度砕石の種類で言うと５号～７号の範囲が好適であり、この
中では６号がより好適とされる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明は、前記水砕スラグ粒子の粒度（差し渡し最外径）が５ｍｍ以下であるこ
とを特徴とする（請求項２）。水砕スラグ粒子の粒度が５ｍｍ以下であることにより、水
砕スラグ粒子による透水性ならびに保水性を適確に得ることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　なお、本発明の舗装材には、太陽熱の影響による舗装体の膨張あるいは収縮の発生を抑
えるための混和剤が必要に応じて添加される。また、着色のために例えば無機顔料等の着
色剤を添加することで、例えば外構舗装において周囲の景観に合わせた色の舗装を行うこ
とができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　次に、本発明の舗装用ブロックは、上記請求項１または２に記載の舗装材を成形してな
ることを特徴とする。
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